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No．689
平成2３年（201１）

６月１５日号

　昨年、市で行われた「いんざ
い“ご当地ぐるめ選手権”」でグ
ランプリに輝いた「印西みそ
ピーから揚げ」が4月下旬に市
立の保育園、小・中学校の給食
に登場しました。
　甘いピーナッツ味噌を、子ど
もたちが大好きな鳥の唐揚げに
あえたこのメニューに、児童・

生徒は大はしゃぎ。中には「毎日食べてもいい！」と話す児
童もいました。
　5月からはイトーヨーカドー
での販売が行われており、こち
らも大反響の様子。みそピー
から揚げの今後に期待です。
■問 印西みそピーから揚げ普及
委員会事務局（印西市商工会
内・緯碓42 2750）。

　スペシャルオリンピックスとは、
知的発達障がいのある人の自立や社
会参加を目的として、日常的なス
ポーツプログラムや、成果の発表の
場としての競技会を提供する国際的
なスポーツ組織です。
　堀口さんは、今年、ギリシャのア
テネで行われる夏季世界大会に、テ
ニスの代表選手として出場が決定し
ています。
　堀口さんは、船穂中時代に軟式テ

ニスを経験。以後、スペシャルオリンピックスのプログラムに
参加し、2006年（熊本）・2010年（大阪）の国内大会で選手団
に参加を果たしています。
　大会への抱負では「練習してきたのでメダルが欲しい。それ
に、世界の人と友だちになりたいです」と語っていました。　

国
境
を
越
え
た
祈
り
の
歌
声

　
4
月
に
震
災
や
福
島
原
発
の
影
響

に
よ
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
後

に
し
た
一
部
の
被
災
者
の
み
な
さ
ん

が
、
印
西
市
へ
避
難
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
　
見
知
ら
ぬ
土
地
で
慣
れ
な
い
避
難

生
活
を
送
る
み
な
さ
ん
に
勇
気
を
、

そ
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
犠

牲
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
「
日
露

友
好
震
災
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、

4
月
9
日
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

 市
内
各
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　「
復
興
へ
の
エ
ー
ル
」 

 東
日
本
大
震
災
 被
災
地
・
被
災
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
3
カ
月
。
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
こ
の
災
害
で
、
東
北
・
関
東
地
方
に
は
、
い
ま
だ
多

く
の
被
災
者
の
み
な
さ
ん
が
、
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
み
な
さ
ん
や
、
被
災
地
復
興
へ
の
力
に
な
る
べ

く
、
各
団
体
が
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

温
も
り
の
架
け
橋
に
な
っ
た
枕

　「
避
難
所
で
は
毛
布
の
配
給
は

あ
っ
て
も
、
枕
な
ど
の
配
給
は
乏
し

い
」
と
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
そ
ん

な
コ
メ
ン
ト
を
聞
い
た
関
戸
月
子
さ

ん
。
　「
そ
れ
な
ら
ば
枕
を
作
っ
て
送
っ

て
あ
げ
て
は
ど
う
か
」
と
考
え
、
自

ら
が
代
表
を
務
め
る
印
西
市
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
、
そ
し
て
印

西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
、
婦
人

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ロ
シ
ア
連

邦
外
務
省
在
日
ロ
シ
ア
大
使
館
文
化

部
、
日
本
・
ロ
シ
ア
協
会
、
印
西
市
、

印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
後
援

を
受
け
て
、
実
行
委
員
会
の
み
な
さ

ん
が
主
催
。

　
当
日
は
、
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
の
演

奏
の
ほ
か
、
N
H
K
「
み
ん
な
の
う

た
」
で
知
ら
れ
る
ロ
シ
ア
の
歌
姫
、

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
も
出
演
し
ま
し

た
。
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
が
、
キ
ー

ボ
ー
ド
を
弾
き
な
が
ら
ロ
シ
ア
民
謡

「
バ
イ
カ
ル
湖
の
ほ
と
り
」

を
日
本
語
の
歌
詞
を
交
え
て

歌
う
と
、
会
場
か
ら
は
盛
大

な
拍
手
が
。
ほ
か
に
も
「
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
」「
涙
そ
う
そ
う
」

な
ど
、
日
本
で
は
お
な
じ
み

の
歌
も
披
露
し
、
最
後
に
思

い
を
込
め
た
童
謡
「
ふ
る
さ

と
」
を
来
場
者
と
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。

　
避
難
者
の
み
な
さ
ん
へ
向

け
て
「
ど
う
か
希
望
の
光
を

失
わ
な
い
で
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

さ
ん
。

　
そ
の
澄
ん
だ
歌
声
は
、
国

境
を
越
え
て
、
傷
つ
い
た
被

災
者
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま

し
た
。　

部
、
手
芸
サ
ー
ク
ル
「
お
針
箱
」
と

共
同
で
、
手
作
り
の
枕
を
作
成
し
ま

し
た
。
完
成
し
た
枕
は
1
0
0
個
ほ

ど
。
こ
れ
ら
は
一
個
ず
つ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
、
4
月
　
日
、
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総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
印

西
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
で
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
本
埜
支
部
が
募
っ
た

義
援
金
と
共
に
山
﨑
山
洋
市
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
被
災
地
と
な
っ
た
気
仙

沼
市
か
ら
気
仙
沼
高
校
野
球
部
が
、

我
孫
子
東
高
校
へ
遠
征
に
来
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
臨
時
の
宿
泊
先
が
市

内
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
決
定
。

　
支
援
物
資
と
し
て
被
災
地
に
送
ら

れ
る
予
定
だ
っ
た
枕
は
、
義
援
金
と

共
に
気
仙
沼
高
校
野
球
部
の
み
な
さ

ん
の
手
で
、
被
災
地
の
避
難
所
の
み

な
さ
ん
の
元
へ
直
接
手
渡
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
野
球
部
の
み
な
さ
ん

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
必

ず
避
難
所
の
み
な
さ
ん
へ
お
届
け
し

ま
す
」
と
、
温
も
り
の
こ
も
っ
た
枕

を
手
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
歌
姫
エ
カ
テ
リ
ー

ロ
シ
ア
の
歌
姫
エ
カ
テ
リ
ー
ナナ

さ
ん
が
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語

さ
ん
が
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
をを

交
え
た
歌
を
披

交
え
た
歌
を
披
露露

▲会場からは盛大な拍手が送られました▲完成した枕は関戸さん（中央）たちの手
から山﨑市長の手へ

葛
印
西
市
か
ら
遠
く
気
仙
沼
市
へ
。

温
も
り
の
架
け
橋
と
な
っ
た
枕
を

手
に
す
る
気
仙
沼
高
校
野
球
部
の

み
な
さ
ん
。

堀口明奈さん（小林）が
　テニス代表選手に

2011スペシャルオリンピックス夏季世界大会

　　▲代表選手になった
　　　堀口明奈さん

　市では、ホームページのトップ
ページに、自社のホームページへの
リンクができるバナー広告の掲載
を希望する企業などを募集してい
ます。
胸掲載料…次のとおり。
【市内に事業所を所有する企業】
　月額12,000円。
【市外に事業所を所有する企業】
　月額15,000円。
※掲載要綱など、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線
418・419）。

バナー広告を募集
企業のPRに活用できます市のB級グルメが学校給食に登市のB級グルメが学校給食に登場場

大好評 印西みそピーから揚印西みそピーから揚げげ

▲滝野小では全部ペロリ

▲木下小でも見事完食



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例
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電
力
不
足
に
対
す
る
政
府
の
方
針

を
受
け
、
道
路
照
明
灯
（
県
管
理
・

市
管
理
道
路
を
含
む
）
の
う
ち
、
交

差
点
な
ど
を
除
く
道
路
照
明
灯
を
部

分
的
に
消
灯
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
道
路
照
明
に
比
べ
て
、

目
指
そ
う
循
環
型
社
会

　
市
で
は
、
住
民
・
事
業
者
・
自
治

体
の
〝
協
働
〟
に
よ
る
「
全
員
参
加

型
の
資
源
循
環
地
区
」
を
目
指
し
、

三
者
が
一
致
協
力
し
て
さ
ら
な
る
ご

み
の
排
出
抑
制
や
資
源
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
ご
み
の
総
排
出
量

22

（
有
価
物
集
団
回
収
量
を
除
く
）
は
、

2
6
街
7
3
9
ｔ
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
　
ｔ
減
少
し
、
ま
た
、

53

住
民
1
人
1
日
当
た
り
の
排
出
量

（
有
価
物
集
団
回
収
量
を
除
く
）
に

お
い
て
も
8
0
9
ｇ
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
　
ｇ
減
少
し
ま
し
た
。

16

　
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
引
き
続

き
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
今
一
度
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

煙
可
燃
ご
み
を
出
す
と
き
に
、
生
ご

み
の
水
切
り
は
し
ま
し
た
か
。

煙
可
燃
ご
み
に
、
は
が
き
の
よ
う
な

小
さ
な
雑
紙
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か

（
小
さ
な
雑
紙
は
紙
袋
に
入
れ
て
資

源
物
の
日
に
出
せ
ま
す
）。

　
難
し
く
考
え
ず
、
で
き
る
こ
と
か

　
平
和
交
通
㈱
で
は
、
5
月
9
日
か

ら
、
都
内
～
印
旛
日
本
医
大
駅
間
の

深
夜
急
行
バ
ス
の
運
行
を
開
始
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
　62

年
開
館
以
来
　
年
が
経
過
し
、
空
調

23

設
備
、
給
排
水
設
備
、
電
気
設
備
に

老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
改
修
工
事

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
修
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
考
慮
し
、
利
便
性
を
向
上
す
る
た

め
、
隣
接
す
る
U
R
都
市
再
生
機
構

が
所
有
す
る
用
地
と
建
物
の
一
部
の

譲
渡
を
受
け
、
新
た
に
中
央
駅
前
出

張
所
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る

（
仮
称
）
中
央
駅
前
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
整
備
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
民
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
充
実
す
る
た
め
に
、
事
前

に
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
な

ど
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

行
う
も
の
で
す
。

地
域
交
流
施
設
の
充
実
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
施

　
改
修
工
事
は
、
現
在
の
中
央
駅
前

セ
ン
タ
ー
を
1
号
館
と
し
、
U
R
都

市
再
生
機
構
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
3
階
建
て
部
分
を
2
号
館
と
し

て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
U
R
都
市
再

生
機
構
か
ら
用
地
約
4
街
0
0
0
愛

（
建
物
部
分
含
む
）
も
譲
渡
さ
れ
る

の
で
、
駐
車
場
も
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
1
号
館
は
、
1
階
の
一
部
壁
面
を

撤
去
し
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
学
習

コ
ー
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い
の
部
屋
を
設

置
し
て
開
放
的
な
空
間
を
創
作
し
ま

す
。
ま
た
、
1
階
の
子
育
て
ル
ー
ム

に
は
、
幼
児
用
ト
イ
レ
、
授
乳
室
を

設
け
、
2
階
の
調
理
実
習
室
の
調
理

台
の
更
新
、
受
変
電
設
備
な
ど
の
機

械
室
を
倉
庫
お
よ
び
工
芸
用
の
窯
室

と
し
て
改
修
し
ま
す
。

　
2
号
館
は
、
1
階
に
中
央
駅
前
出

張
所
、
ロ
ビ
ー
に
は
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
2
階
に
は
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
、

活
動
室
、
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。
3

階
に
は
地
域
交
流
施
設
と
し
て
、
講

座
室
、
会
議
室
、
工
芸
室
、
展
示
室

を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
1
号
館

と
2
号
館
の
共
通
の
改
修
項
目
と
し

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
壁
、
床
、

天
井
の
内
装
改
修
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
外
壁
の
塗
装
、
2
号
館
の
屋
上

防
水
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
改
修
工
事
に
伴
い
中
央
駅
前

セ
ン
タ
ー
は
、
9
月
か
ら
平
成
　
年
24

3
月
ま
で
約
半
年
間
一
時
休
館
と
し

ま
す
。
利
用
す
る
み
な
さ
ん
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

支
払
い
ま
せ
ん
が
、
採
用
者
に
は
謝

礼
を
進
呈
）。

※
原
稿
の
版
権
・
使
用
権
・
著
作
権

は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
4
0
0
字

30

詰
め
原
稿
用
紙
に
　
枚
以
内
で
、
住

30

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
別
途
記
入

　
4
月
　
日
執
行
の
印
西
市
議
会
議

24

員
一
般
選
挙
で
当
選
し
た
議
員
に
欠

員
が
生
じ
た
た
め
、
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
り
5
月
　
日
に
選
挙
会
を

25

開
催
し
、
次
の
と
お
り
繰
上
補
充
に

単位（ｔ）胸平成22年度年間ごみ量胸
比較２２年度２１年度
－53２６，７39２6，792総量（年間）
30２２，314２2，284小計

－137２０，238２0，37５燃やせるごみ
141798657燃やせないごみ
26１，２78１，２52粗大ごみ

－834,425４，５０８資源物
－16809８２5排出原単位（ｇ／人日）

胸深夜急行バスの運行時間と料金胸
スイカ・パスモ
利用料金料金時刻主な停留所

乗車のみ乗車のみ
24：30発銀座駅（数寄屋橋）
24：35発東京駅（八重洲口）
24：40発兜町

2,400円3,000円

　1：50着イオン映画館
木刈中学校

1：55着千葉ＮＴ中央駅北口
千葉ＮＴ中央駅南入口

2,560円3,200円
原山中学校
高花小学校

2,720円3,400円

西の原公園前（ショッピン
グモール）

2：05着印西牧の原駅南口
滝野小学校

2,880円3,600円
北総病院前

2：15着印旛日本医大駅
※月～金曜日運行（土・日・祝日、年末年始の深夜は運休）、予約不要。
※兜町～イオン映画館間にも降車専用の停留所があります。
※スイカ・パスモを使うと２０％引き。

  中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
が
9
月
か
ら
改
修
工
事

 中
央
駅
前
出
張
所
な
ど
を
併
設
し
た
地
域
交
流
施
設
に

よ
る
当
選
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

胸
当
選
人
…
上
条
こ
う
じ
（
届
出
氏

名
）・
党
派
…
無
党
派
。

■問 
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
緯
内
線
4

4
1
・
4
4
2
）。

 印
西
市
議
会
議
員
の
欠
員
に
伴
う
繰
上
補
充

明
暗
の
差
を
感
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
夕
刻
の
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
な
ど
、
安
全
に
は
十
分
注

意
し
て
の
通
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
土
木
管
理
課
維
持
班
（
緯
内
線
7

9
3
、
7
9
7
）。

 電
力
不
足
に
伴
う
道
路
照
明
灯
の
取
り
扱
い
と
注
意

し
た
書
類
を
添
え
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
生
涯
学
習
課
文
化
班
ま
で
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
5
4
6
）。

募
集

ら
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
）。

 深
夜
急
行
バ
ス
（
銀
座
駅
～
印
旛
日
本
医
大
駅
）

市
史
研
究
の
原
稿

　
教
育
委
員
会
で
発
行
す
る
市
史
研

究
誌
「
印
西
の
歴
史
」
へ
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す
。

■対 
印
西
の
歴
史
、
民
俗
、
自
然
な
ど

に
関
す
る
論
文
な
ど
で
未
発
表
の
も

の
。
掲
載
に
つ
い
て
は
市
史
編
さ
ん

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
（
原
稿
料
は

■問 
平
和
交
通
㈱
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
緯
0
1
2
0
―
6
0
0
―

3
6
6
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.h
e
i

w
ak
o
tsu
.co
m
/

）。

環
境

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
中
（
9
～
3
月
）
の
案
内

煙
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
、

中
央
公
民
館
に
移
転
し
ま
す
。

煙
中
央
駅
前
公
民
館
・
児
童
館
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
事
業
は
、

ほ
か
の
施
設
で
実
施
し
ま
す
。

煙
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
活
動
場
所

に
つ
い
て
は
、
左
上
表
の
と
お
り
で

す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓46 
5
1

1
1
）、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推

進
班
（
緯
内
線
5
4
1
～
5
4
3
）。

胸施設一覧胸
緯碓42 2911中央公民館
緯碓97 0003小林公民館
緯碓45 3800そうふけ公民館
緯碓98 0427印旛公民館
緯碓42 0144中央老人福祉センター
緯碓47 2112高花老人福祉センター
緯碓45 3800そうふけ老人福祉センター
緯碓46 8611フレンドリープラザ
緯碓45 0611サザンプラザ
緯碓42 1101永治プラザ
緯碓48 5311船穂コミュニティセンター
緯碓42 8811文化ホール
緯碓42 8417松山下公園総合体育館
緯碓42 1008平岡自然の家

（仮称）中央駅（仮称）中央駅前前
地域交流センター平面地域交流センター平面図図

▲中央駅前センターは、新たな地域交
流の場として生まれ変わります

※２号館の工事はすで※２号館の工事はすでにに
始まっています　始まっています。。



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催

青
少
年
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

　
自
然
体
験
や
野
外
活
動
の
中
で
の

共
同
生
活
を
通
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
・
協
調
性
な
ど
を
養
う
た
め
に
、

「
青
少
年
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
を

1
泊
2
日
で
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
普
段
一
緒
に

活
動
し
て
い
る
友
達
と
は
違
っ
た
他

校
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
、
新
た
な
発
見
や

多
く
の
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

30

7
月
　
日
蚊
・
午
後
3
時
（
現
地
集

31

合
・
現
地
解
散
。
雨
天
中
止
）。

■場 
平
岡
自
然
の
家
多
目
的
広
場

（
キ
ャ
ン
プ
場
）。

■対 
市
内
在
住
の
小
学
4
年
生
～
中
学

3
年
生
。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
2
街
0
0
0
円
（
食
料
費
保
険
料

な
ど
）。
当
日
集
金
し
ま
す
。

■申 
6
月
　
日
牙
か
ら
　
日
牙
の
間
に
、

16

30

印
西
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://in

zai-
se
ish
o
u
.co
m
/

・
携
帯
可
）
か

ら
か
、
は
が
き
に
必
要
事
項
（
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
住
所
・
性
別
・
年
齢
・

学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
氏
名
・
緊

急
連
絡
先
）
を
記
入
の
上
、
左
記
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
先
着

順
）。

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
、

不
可
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
緯
内
線
5
4
1
～
5
4
3
）。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
7
月
は
強
調
月
間
と
し
て
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪
や
非

行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
～
」
を
統
一
標
語
に

市
内
の
保
護
司
、
人
権
擁
護
委
員
、

更
生
保
護
女
性
会
の
み
な
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
少
年
非
行
な
ど
の
悩
み
は
、
千
葉

保
護
観
察
所
（
緯
0
4
3
―
2
0
4

―
7
7
9
1
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
現
在
の
よ
う
に
社
会
の
変
化
が
加

■定 
　
組
。

12
■費 
5
0
0
円
。

『
親
子
教
室
　
夏
休
み
の
木
工
作
教

室
』

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

20

10

■定 
　
組
。

16
■費 
1
街
1
0
0
円
。

※
親
子
教
室
は
小
学
生
と
保
護
者
が

対
象
。

■申 
各
教
室
と
も
、
開
催
日
の
1
カ
月

前
の
午
前
9
時
か
ら
左
記
へ
電
話
か

来
所
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
展
示
会
】

印
西
絵
手
紙
の
会
『
花
い
っ
ぱ
い
　

笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
元
気
い
っ
ぱ
い
』

■時 
6
月
　
日
峨
～
7
月
3
日
蚊
・
午

21

前
9
時
～
午
後
5
時
。

■問 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理
事
務

所
（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

ttp
://

w
w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/k
o
u

e
n
/h
an
a/

）。

（３）平成２３年（２０１１）６月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

速
し
、
流
動
化
し
て
い
る
時
代
の
中

で
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
青
少
年
の
育

成
に
か
か
わ
り
、
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
犯
罪
を
誘
発

し
な
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
左

記
の
と
お
り
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
青
少
年
健
全
育
成
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

■時 
7
月
2
日
臥
・
午
後
1
時
～
（
開

場
は
0
時
　
分
）。

30

■場 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
体

育
館
（
鎌
苅
）。

■内 
【
作
文
朗
読
】
市
内
小
・
中
学

校
応
募
作
品
の
中
か
ら
代
表
者
【
そ

の
ほ
か
】
市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る

合
唱
な
ど
。

■費 
無
料
。

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。
ま
た
会
場

で
は
手
話
通
訳
と
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

要
約
筆
記
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
4
・
2
5
5
）、
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
班
（
緯
内
線
5
4
3
）。

平
成
　
年
度
の
千
葉
県
介
護
支
援

23専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

23

10

■対 
医
療
・
保
健
・
福
祉
分
野
の
有
資

格
者
で
一
定
期
間
以
上
の
実
務
経
験

の
あ
る
人
。

※
申
込
書
は
、
6
月
　
日
俄
～
7
月

27

　
日
画
の
間
、
千
葉
県
社
会
福
祉
協

29議
会
、
千
葉
県
保
健
指
導
課
、
各
千

葉
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
市
町

村
の
介
護
保
険
担
当
課
・
社
会
福
祉

協
議
会
に
配
備
し
ま
す
。

■申 
6
月
　
日
俄
～
7
月
　
日
画
（
当

27

29

日
消
印
有
効
）
の
間
に
、
簡
易
書
留

で
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
支

援
専
門
員
養
成
班
（
〒
2
6
0
―
8

5
0
8
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
4
―

3
・
緯
0
4
3
―
2
0
4
―
1
6
1

0
・
胃
0
4
3
―
2
4
1
―
5
1
2

1
）。

怯
「
北
総
紙
飛
行
機
を
飛
ば
す

会
」
会
員
募
集

　
自
分
で
作
っ
た
紙
飛
行
機
を
飛
ば

し
、
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■時 
毎
月
第
2
金
曜
日
、
第
4
火
曜

日
・
午
前
9
時
　
分
～
正
午
。

30

■場 
中
央
公
民
館
、
利
根
川
河
川
敷
運

動
場
な
ど
。

■対 
一
般
。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
入
会
金
）。

■問 
竹
田
（
緯
0
4
7
―
4
9
1
―
1

2
5
4
）。

怯
傾
聴
講
座

　
子
ど
も
が
気
持
ち
を
率
直
に
話
せ

る
よ
う
に
、
基
本
的
な
聴
き
方
を
実

体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
7
月
1
日
画
、
8
日
画
・
い
ず
れ

も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
。

■費 
5
0
0
円
（
保
険
料
、
資
料
代
）。

■問 
Ｍ
Ｔ
ね
っ
と
わ
ー
く
・
土
佐
（
■携 

0
9
0
―
9
2
3
6
―
1
9
1
5
・

■メール 
 he

re
an
d
n
o
w
m
@
y
ah
o
o

.co
.jp

）。

怯
「
印
旛
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
」
部

員
募
集

　
設
立
7
年
目
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
ク
ラ
ブ
で
す
。
一
緒
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
・
午
前
9

時
～
正
午
（
1
日
練
習
も
あ
り
）。

※
月
ま
た
は
火
曜
日
は
夜
間
練
習
。

■場 
い
に
は
野
小
（
若
萩
）
ほ
か
。

■対 
市
内
お
よ
び
近
郊
在
住
の
小
学
1

～
5
年
生
の
男
女
。

■費 
月
額
1
街
0
0
0
円
。

■問 
大
熊
（
■携 
0
9
0
―
3
0
9
2
―

3
2
5
1
）。

怯
合
気
道
正
心
会
会
員
募
集

　
男
女
を
問
わ
ず
小
さ
な
子
か
ら
年

配
の
人
ま
で
楽
し
く
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。
見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
。

■時 
毎
週
水
曜
日
・
午
前
　
時
～
正
午
、

11

毎
週
日
曜
日
・
午
後
5
時
～
6
時
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■費 
4
街
0
0
0
円
～
（
会
費
）。

■問 
中
島
（
■携 
0
9
0
―
9
8
5
7
―

6
7
8
5
）。

怯
震
災
後
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ミ

ナ
ー

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
3
時
。

19

■場 
渡
辺
ビ
ル
（
白
井
市
け
や
き
台
1

―
3
―
1
）。

■内 
噛
講
師
…
植
村
あ
け
み
氏
（
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）。

■定 
　
人
。
■費 
5
0
0
円
。

10
■申 
左
記
へ
予
約
。
Ｅ
メ
ー
ル
は
、
氏

名
と
連
絡
先
を
必
ず
記
入
の
こ
と
。

■問 
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
・
千

葉
・
植
村
（
■携 
0
8
0
―
3
5
2
4

―
0
3
5
6
・
■メール co

co
ro
.w
e
-c

h
e
rish
@
so
ftb
an
k
.n
e
.jp

も

し
く
は
、m

s_
k
e
n
_
ch
ib
a@
y

ah
o
o
.co
.jp

）。

怯
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

■時 
6
月
　
日
画
・
午
後
7
時
～
。

24

■場 
東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園
チ
ャ
ペ
ル

（
内
野
）。

■内 
声
楽
曲
・
バ
ッ
ハ
の
名
作
よ
り
、

ピ
ア
ノ
・
讃
美
歌
の
ピ
ア
ノ
編
曲
、

オ
ル
ガ
ン
・
オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
ソ

ナ
タ
。
■費 
無
料
。
■申 
不
要
。

■問 
東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園
教
会
音
楽

ア
カ
デ
ミ
ー
（
緯
碓46 
1
1
3
1
・
■ＨＰ 

h
ttp
://w

w
w
.tci.ac.jp

）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
保
護
し
て
い
る
犬
・
猫
に
新
し
い

家
族
を
見
つ
け
る
た
め
の
譲
渡
会
。

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

26

11

2
時
。

■場 
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

■他 
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■携 
0
9
0
―
1
5

3
2
―
8
7
1
3
）。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
災
害
に

対
す
る
備
え
や
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　
実
際
に
被
災
地
の
災
害
対
策
本
部

の
運
営
に
携
わ
っ
た
人
を
講
師
に
招

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る

基
本
的
な
知
識
に
つ
い
て
の
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■時 
7
月
9
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 

0
2
9
4
）。

成
年
後
見
制
度
の
説
明
会

（
第
２
回
）

■時 
7
月
2
日
臥
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
成
年
後
見
制
度
の
活
用
編
。
噛
講

師
…
三
浦
俊
男
氏
（
千
葉
県
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
（
■携 
0
9
0
―
6
0
1
2

―
4
4
8
4
）。

北
総
花
の
丘
公
園

【
緑
の
教
室
】

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験
教
室

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午

16

10

（
午
前
の
部
）、
午
後
1
時
　
分
～
3

30

時
　
分
（
午
後
の
部
）。

30
■定 
午
前
、
午
後
と
も
6
人
。

■費 
1
街
6
0
0
円
。

『
親
子
教
室
　
ト
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て

カ
ブ
ト
ム
シ
を
つ
か
ま
え
よ
う
』

■時 
8
月
6
日
臥
・
午
前
9
時
～
　
時
11

（
雨
天
時
は
7
日
蚊
に
順
延
）。

 社会を
明るくする運動 　今年も、中

央公民館利用
サークル懇談
会主催の「み
なづき祭」の
季節がやってきました。サークルの
活動内容により展示・発表・催しの
3部門に分かれ、日ごろの成果を披
露します。体験コーナーもあります
ので、ご家族・ご友人お誘いあわせ
でのご来館を心よりお待ちしていま
す。
※駐車場に限りがあります、乗り合
わせの上、ご来館ください。
■時 6月25日臥、26日蚊・両日とも
午前9時～。
■場 中央公民館（大森）。
■問 中央公民館（緯碓42 2911）。

みなづき祭

 7
月
は
強
調
月
間

講
座
・
催
し

そ
の
ほ
か
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は
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
、
綿
あ
め
な
ど
の
お
店

か
ら
、
こ
ま
回
し
や
竹
馬
な
ど

の
昔
懐
か
し
い
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
、
鯉
の
ぼ
り
を
利
用
し
た

ト
ン
ネ
ル
が
目
を
引
き
ま
す
。

　
舞
台
で
は
、
小
林
北
小
児
童

や
小
林
中
生
徒
に
よ
る
音
楽
演

奏
、
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
顔
ぶ
れ
が

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
後
日
「
小
林
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
会
」
の
高
橋
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。「
小
林
鯉

の
ぼ
り
の
目
的
は
、
日
本
の
伝

　
会
場
に
入
る
と
、
ま
ず
た
く
さ

ん
の
鯉
の
ぼ
り
が
お
出
迎
え
。
ほ

か
に
も
、
市
内
の
小
学
校
な
ど
　28

団
体
が
参
加
し
て
作
っ
た
「
子
ど

も
鯉
の
ぼ
り
」
も
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
数
何
と
2
街
8
4
0

匹
。
日
本
一
の
数
で
す
。
こ
の
子

ど
も
鯉
の
ぼ
り
は
、
優
秀
賞
な
ど

の
選
考
が
あ
り
、
入
賞
し
た
人
に

  大
空
に
舞
う
 こ
ど
も
た
ち
へ
の
祈
り

　
　「
小
林
鯉
の
ぼ
り
」

▲会場には大小色とりど
りの鯉のぼりが

葛子ども鯉のぼり優秀賞
の一人、菊地凌成くん。
表彰状を手にニッコリ

今
日
も
ま
た
か
た
く
り
の
花
増
え
て
ゐ
ん
見
る
楽
し
み
を
思
ひ
家
出
づ

大
　
森
　
　
　
石
塚
　
浩
　

よ
も
ぎ
入
り
し
餡
あ
を
き
パ
ン
あ
が
な
ひ
て
春
を
抱
け
る
ご
と
く
帰
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
刈
　
　
　
山
本
　
清
子

春
寒
と
原
発
事
故
に
て
た
め
ら
ひ
し
野
菜
の
種
を
少
し
だ
け
蒔
く

平
　
賀
　
　
　
岡
崎
　
久
子

山
と
な
す
瓦
礫
の
前
に
立
つ
人
が
拾
ひ
し
写
真
じ
つ
と
見
て
ゐ
つ

大
　
森
　
　
　
三
ツ
木
絹
江

鮭
の
色
い
ろ
い
ろ
あ
り
て
吾
が
好
む
紅
濃
く
塩
濃
き
鮭
求
め
来
し

　
木
下
東
　
　
　
平
湯
　
京
子

か
ぶ
と
折
る
指
の
記
憶
や
子
供
の
日

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

参
詣
の
人
を
余
所
目
に
春
田
打

岩
　
戸
　
　
　
豊
田
　
ケ
イ

さ
り
気
な
く
話
題
を
替
え
て
新
茶
つ
ぐ

原
　
山
　
　
　
片
岡
　
芳
子

幼
子
の
小
さ
な
リ
ュ
ッ
ク
風
薫
る

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

蝌
蚪
育
つ
木
漏
れ
日
う
す
き
寺
の
池

木
　
刈
　
　
　
薗
田
　
篤
生

　「
登
竜
門
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
中
国
の
「
後
漢
書
」
の
中
の
故
事

で
、
黄
河
の
急
流
に
あ
る
「
竜
門
」
と
い

う
滝
を
、
魚
た
ち
が
登
ろ
う
と
挑
み
、 鯉
 
こ
い

だ
け
が
登
り
切
っ
て
、
竜
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。

　
以
来
、
鯉
の
滝
登
り
は
立
身
出
世
の
象

徴
と
な
り
、
そ
の
故
事
を
模
し
た
鯉
の
ぼ

り
は
親
た
ち
の
願
い
を
託
し
た
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
林
地
区
に
は
、
そ
の
鯉
の
ぼ
り
を
シ

ン
ボ
ル
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
小
林
鯉
の
ぼ

り
」
が
あ
り
ま
す
。
今
年
6
回
目
を
迎
え

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
J
R
小
林
駅

北
口
の
広
場
で
開
催
。
主
催
は
「
小
林
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
会
」
を
は
じ
め
と
し

た
地
元
の
み
な
さ
ん
で
す
。

掲載情報は6月6日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバックを持参しましょう。

統
的
な
行
事
を
通
し
た
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
や
地
域
の
活
性

化
で
す
が
、
今
年
は
東
日
本
大
震

災
被
災
地
へ
の
エ
ー
ル
も
兼
ね
て

開
催
し
ま
し
た
」
と
高
橋
さ
ん
。

自
粛
の
声
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

地
元
の
元
気
ま
で
自
粛
し
な
い
よ

う
、
あ
え
て
開
催
の
決
断
を
し
た

そ
う
で
す
。
ま
た
「
限
ら
れ
た
人

員
、
物
資
で
の
開
催
で
す
が
、
協

力
者
の
み
な
さ
ん
や
地
元
か
ら
の

寄
付
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
会
場
で
驚
き
の
再

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
と
目
に
と

ま
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
、
紛
れ
も
な

く
幼
い
こ
ろ
、
自
宅
の
庭
で
泳
い

で
い
た
鯉
の
ぼ
り
だ
っ
た
の
で
す
。

帰
宅
し
た
後
、
家
族
に
聞
く
と

「
寄
付
を
し
た
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
も
元
気
に
泳
ぐ
そ
の
姿
に
懐

か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

▲勉強机（要相談・３千5百円）▲小林中学校女子制服（夏・冬）▲電子レンジ（３
千円）▲ロフトベッド（シングル用）▲鎌ヶ谷高校女子制服（要相談）▲公務員試
験教材（警察・消防）▲セミダブルベッド（足つきマットレス）▲カランコ手織り
機（2枚綜絖卓上型）▲手紡ぎ機（床上足踏み式）。

▲天神幼稚園女子制服・体操服・かばん・帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品
など▲印旛中制服・体操服（男子・女子）▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・要相談）
▲補聴器（ボックス型、M・T切り替えスイッチ付き）。

▲
滑
ダ
ン
ス
や

こ
ま
回
し
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も

充
実

平成２３年（２０１１）６月１５日号（４）

　
み
な
さ
ん
は
、
い
つ
も
ど
ん
な

運
動
し
て
い
ま
す
か
。

　
日
々
の
中
で
、
運
動
不
足
に
陥

り
が
ち
な
人
に
は
、
松
山
下
公
園

総
合
体
育
館
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
が
お
勧
め
で
す
。

　
去
年
の
　
月
に
オ
ー
プ
ン
に

12

な
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
施
設
で
は
、

最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で

運
動
が
可
能
。
ま
た
「
T
G
S

キ
ー
」（
有
料
）
と
い
う
小
型
の

キ
ー
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
結
果

が
保
存
で
き
る
画
期
的
な
デ
ー

タ
管
理
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の「
T
G
S
キ
ー
」は
、
各

マ
シ
ン
に
キ
ー
を
差
し
込
む
こ

と
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
自
動
記
録
し
、
運

動
履
歴
や
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
な

ど
が
一
目
で
把
握
で
き
る
優
れ

も
の
の
ア
イ
テ
ム
。

　
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
常

駐
し
て
い
る
健
康
運
動
指
導

士
・
実
践
指
導
士
が
分
析
し
、

利
用
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も

役
立
て
ま
す
。

　
現
在
の
登
録
者
は
、
約
5
0

0
人
ほ
ど
で
、
三
十
～
四
十
代

の
女
性
が
多
く
、
最
高
齢
は
七

十
代
の
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

市
内
・
市
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

高
校
生
以
上
の
人
な
ら
、
免
許

証
な
ど
の
個
人
証
明
書
が
あ
り
、

利
用
の
た
め
の
講
習
会
を
受
講

す
れ
ば
、
す
ぐ
に
利
用
可
能
で

す
。
　
講
習
会
で
は
、
基
本
と
な
る

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
　45

分
で
2
0
0
k
c
a
l
消
費
）

を
体
験
し
、
以
降
、
個
人
に

合
っ
た
推
奨
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
面
白
か
っ
た
の
は
、
一
カ
月

の
運
動
量
の
目
安
を
、
ア
メ
リ

カ
で
行
わ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を

走
破
し
た
時
の
運
動
量
に
合
わ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
上
半
身
・

下
半
身
、
体
の
前
面
・
背
面
な

ど
、
部
位
ご
と
に
ど
れ
だ
け
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
か
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
必
要
か
を
、
成
果
や
目
標

を
目
で
見
て
分
か
る
点
は
、
初

心
者
で
も
親
し
み
や
す
く
親
切

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
健
康
運
動
指
導
士
の
秋
山
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
設
備
・
シ
ス
テ
ム
を
体
験
し
て

欲
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
で
「
野
外
の
運
動
が
で
き

な
い
」
と
お
嘆
き
の
人
も
、
来
た

る
夏
へ
向
け
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
目

指
す
人
も
、
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
が
お
勧
め
で
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松

山
下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 

8
4
1
7
）。　

松山下公園総合体育館
トレーニングルーム

▲光差し込むオープンな環境での
トレーニングが可能

▲モニター右上の黄色いTGSキー
で個人データが一目で分かります

N 

印西市役印西市役所所

JR木下JR木下駅駅

松山下公園
総合体育館

中ノ口交差中ノ口交差点点
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